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幼児における疾走能力の分析

有　川　秀　之　　�埼玉大学教育学部身体文化講座
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Ⅰ　はじめに

　走運動は、生後17ヶ月から24ヶ月頃にその原初形態が発生し、６、７歳頃までには基本的な走
運動形態が定着する（宮丸2001）といわれ、走運動は基本的な運動のひとつであり、成長や運動
の経験により成人の走運動へと変化していく。そして、児童・生徒の走能力は、全国的規模で平
成10年から実施されている新体力テストにより把握されているが、小学校入学前の幼児は対象と
されていない。
　疾走速度は、1秒間に足が接地する回数で表されるピッチ（stride frequency）と片方の足の接
地から逆足の接地までの歩幅で表されるストライド（stride length）の２つの要因から成立ってい
る。つまり、疾走速度（m/秒）＝ピッチ（歩/秒（Hz））×ストライド（m）であり、歩幅（以後「ス
トライド」という）を大きく、かつ脚の回転（以後「ピッチ」という）を速くすると疾走速度が高
まる。阿江ら（1994）が1991年東京で行われた世界選手権大会で、100m走の一流選手は最高疾
走速度が50m-60m区間であったことや、これまでに短距離走の疾走能力に関する研究は、疾走
速度、ピッチ、ストライドなどについて数多く報告されている（岡野ら，1988；有川ら，1999）。
　しかしながら、これらの多くは、一流選手や成人を対象としたものが多く、幼児を対象にしたも
のは、走力、跳力や投力など運動能力として近藤ら（1998）、杉原ら（2004）が報告しているだ
けで、詳細な分析は見当たらない。
　したがって、本研究は、小学校入学前の3歳児から5歳児を対象に横断的に、疾走速度、ピッチ、
ストライドなどを分析することによって、発育発達による疾走能力の基礎的知見を得ることを目的
とした。

Ⅱ　方法

１　対象者
　対象者は、さいたま市にあるS大学教育学部附属幼稚園（以後S幼稚園という）年少3歳児（20
名）、年中4歳児（30名）、年長5歳児（30名）の計80名（男児40名、女児40名）であり、当日
欠席であった3名を除く男児38名、女児39名、合計77名を対象とした。なお、全国値データが、
同じ年齢でも半年刻みとしているため、生年月日を参考とし、各年児の4月から9月生まれを前半
生れ、10月から3月生まれを後半生れとした。つまり、本研究において、3歳児前半（生れ）とは、
3歳児の年少組で生年月日が4月から9月までの幼児、3歳児後半（生れ）とは、3歳児の年少
組で生年月日が10月から3月までの幼児に区分した。同様に、4歳児前半、4歳児後半、5歳児
前半、5歳児後半に区分し、６つのグループに区分して検討した。
　本研究は、埼玉大学におけるヒトを対象とする研究倫理委員会の承認を得ており（承認番号：
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R1-E-1）、対象者には測定直前にも中
止できることを伝え、対象者の保護者
には、事前に説明文書を用いて説明を
行い、研究参加の同意を得た上で実施
した。対象者の身体特性を表1に示し
た。

２　撮影方法及びデータ処理
　体格として、身長と体重は平成31年
4月に測定した。
　25m走は、同年5月にS幼稚園の芝
生の園庭で実験・撮影を行った（図1）。
芝生の園庭でスタートからゴールまで
30mの直走路を準備し、スターターの
合図によって走りだした対象者を、
25m地点側方のビデオカメラ（DCR-
VX1000）によって、パンニング撮影
した。その後、再生画像からコマ送り
（1/60コマ）することによってビデオ
分析を行った。旗によるスタートの合
図から左右どちらかの足が動き出すまでの時間を反応時間とし、25m走記録に含めた。しかし、
旗によるスタート合図より早く動き出す、いわゆる不正スタートとなった幼児も数名いたため、不
正スタートとなった場合は、反応時間を0秒とした。足が動き出してから5mのマークに対象者
のトルソーが重なった位置までを最初の5m区間、さらに次のマークにトルソーが重なるまでを
次の5m区間とし、5区間それぞれの
所要時間を求めた。また歩数は、5m
のそれぞれの区間で足が接地した回数
を数え、２区間にまたがった場合は、
歩幅の比率によって求めた。途中で走
れなくなったり、撮影ができなかった
りした幼児はいなかった。そして、以
下のように25m走の、そして各区間の
疾走速度、ピッチ、ストライド、身長
比ストライドを求めた。また、各区間
の疾走速度、ピッチ、ストライドの最
高値をもとに、それぞれ各区間の相対
疾走速度、相対ピッチ、相対ストライ
ドを求めた。分析項目は、以下の通りである。
　　25m走タイム（秒）：反応時間＋5区間の所要時間
　　疾走速度（m/s）：走距離（25m）÷所要時間（秒）

表1　 各年児グループ の身長、 体重の平均値、 分散分析及び多重比較

人数

3歳児後半 2 94.0 ± 4.46 14.4 ± 2.40

3歳児前半 6 99.7 ± 5.95 14.7 ± 2.71

4歳児後半 9 105.5 ± 4.73 17.1 ± 1.69

4歳児前半 7 105.4 ± 3.38 17.8 ± 2.05

5歳児後半 5 109.7 ± 6.69 18.2 ± 2.19

5歳児前半 9 115.7 ± 4.36 19.8 ± 1.52

分散分析

多重比較

3歳児後半 6 95.1 ± 2.37 13.8 ± 1.09

3歳児前半 4 99.6 ± 2.89 15.1 ± 0.32

4歳児後半 4 104.2 ± 3.72 17.6 ± 2.44

4歳児前半 10 102.5 ± 3.43 16.4 ± 1.34

5歳児後半 3 110.2 ± 2.61 18.9 ± 3.65

5歳児前半 12 112.9 ± 4.15 20.9 ± 3.19

分散分析

多重比較

　 身長（cm） 体重(kg)

男
　
　
児

p<0.001 p=0.001

3後=3前=4後=4前
4後=4前=5後,  5後=5前

3後,3前<5後,5前
4後,4前<5前

3後=3前=4後=4前=5後
4後=4前=5後=5前

3後,3前<5前

女
　
　
児 p<0.001 p=0.001

3後=3前<5後<5前
3後<4後,  3後<4前

3前=4後=4前
4後=5後,  4後<5前

4前<5後=5前

3後=3前=4後=4前=5後
4後=5前,  5後=5前
3後,3前,4前<5前

表１　各年次グループの身長、体重の平均値、分散分析及び多重比較
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　　ピッチ（Hz）：25m総歩数（歩）÷所要時間（秒）
　　ストライド（m）：走距離（25m）÷歩数（歩）
　　身長比ストライド（%）：ストライド（m）÷身長（m）×100
　　区間疾走速度（m/s）：区間走距離（5m）÷区間所要時間（秒）
　　区間ピッチ（Hz）：区間歩数（歩）÷区間所要時間（秒）
　　区間ストライド（m）：区間走距離（5m）÷歩数（歩）
　　相対疾走速度（%）：各区間の疾走速度÷区間最高疾走速度
　　相対ピッチ（%）：各区間のピッチ÷区間最高ピッチ
　　相対ストライド（%）：各区間のストライド÷区間最高ストライド

3　統計処理
　すべての測定値は、平均値±標準偏差（SD）で示した。平均値の比較については、一元配置の
分散分析を用い、F値が有意であった場合には、多重比較（Bonferroni）を行なった。なお、等
分散性が保証されなかった場合、対応のない２組の平均値の差の検定（t検定）を行った。測定値
の関係は、Pearsonの相関分析を用いて検討した。統計的な有意水準は、すべて5%（p<0.05）
とした。統計ソフトは、SPSS Statistics 20を用いて行った。

Ⅲ　結果と考察

１　�身長、疾走速度、ス
トライド、ピッチの
関係について

　図２は、男（左側）女
（右側）児別に3歳児か
ら5歳児までの身長と疾
走速度、ストライド、ピッ
チとの関係を図示したも
のである。男女児とも疾
走速度は、身長の高低と
関連があり、有意な相関
関 係（ 男 児：r2=0.609, 
p<0.001、女児：r2=0.606, 
p<0.001）を示した。ス
トライドについても、男
女児とも身長の高低と有
意な相関関係（男児：
r2=0.678, p<0.001、 女
児：r2=0.813, p<0.001）
を示した。ピッチについ
ては、男女児とも身長の

  区間ピッチ（Hz）：区間歩数（歩）÷区間所要時間（秒） 

  区間ストライド（m）：区間走距離（5m）÷歩数（歩） 

  相対疾走速度（％）：各区間の疾走速度÷区間最高疾走速度 

  相対ピッチ（％）：各区間のピッチ÷区間最高ピッチ 

  相対ストライド（％）：各区間のストライド÷区間最高ストライド 

 

3 統計処理 

すべての測定値は、平均値±標準偏差（SD）で示した。平均値の比較については、一元配置の分散分析
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を用いて検討した。統計的な有意水準は、すべて 5％（p<0.05）とした。統計ソフトは、SPSS Statistics 20

を用いて行った。 

 

Ⅲ 結果と考察 

 

１ 身長、疾走速度、ストライド、ピッチの関係について 
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したがって、3歳児から
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図2 身長と疾走速度、ストライド、ピッチとの関係（左：男児、右：女児） 図2　身長と疾走速度、ストライド、ピッチとの関係（左：男児、右：女児）
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高低と関連がない（男児：
r2=0.001、女児：r2=0.001）
ことを示した。したがっ
て、3歳児から5歳児の
疾走速度、ストライドは、
身長が高いと疾走速度が
速いし、ストライドも大
きい。一方ピッチは、身
長が高くても低くても関
係がないことが示唆され
た。
　２歳児から11歳児を
対象とした斉藤ら（1981）
の報告は、歩数は経年的
に変わらないとしてい
る。また、宮丸（1995）も、
２歳児と６歳児の走能力
を比較した報告でも、歩
数 は4.2steps/s か ら
4.2steps/sと変わらない
と報告している。本研究
でも、これらの報告を支持する結果となった。
　図3は、男（左側）女（右側）児別に3歳児から5歳児までのピッチ、ストライド、身長比スト
ライドと疾走速度との関係を示したものである。ピッチについては、男児は疾走速度と弱い相関関
係（r2=0.150, p<0.05）、女児は疾走速度と中程度の相関関係（r2=0.255, p<0.001）がみられた。
男女児ともストライドが大きいと疾走速度が速く、有意な相関関係（男児：r2=0.723, p<0.001、
女児：r2=0.869, p<0.001）を示した。身長比ストライドと疾走速度の関係については、男女児と
も有意な相関関係（男児：r2=0.497, p<0.001、女児：r2=0.878, p<0.001）がみられた。したがっ
て、幼児期においては、疾走速度の遅速は、ストライドの長短、そして身長の要因を除いた身長
比ストライドの長短にも大きく関係し、さらに、ピッチの高低と疾走速度の遅速にも弱く関連して
いることが明らかになった。

２　25m走のタイム、平均疾走速度、平均ピッチ、平均ストライドについて
　表２は、男女別に各年児グループの25m走タイム（秒）、25m走の平均疾走速度（m/秒）、平
均ピッチ（Hz）、平均ストライド（m）、平均身長比ストライドの結果とそれぞれの分散分析、多
重比較の結果を示した。
　男児について、25m走タイムは、3歳児後半10.677秒、3歳児前半8.314秒、4歳児後半7.183
秒、4歳児前半7.221秒、5歳児後半6.656秒、5歳児前半6.104秒であった。疾走速度は、3歳
児後半2.565 m/秒、3歳児前半3.179 m/秒、4歳児後半3.610 m/秒、4歳児前半3.638 m/秒、
5歳児後半3.996 m/秒、5歳児前半4.262 m/秒であった。ピッチは、3歳児後半から4.238Hz、
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告を支持する結果とな

った。 

 図３は、男（左側）女（右側）児別に 3 歳児から 5 歳児までのピッチ、ストライド、身長比ストライド

と疾走速度との関係を示したものである。ピッチについては、男児は疾走速度と弱い相関関係（ｒ２=0.150, 

p<0.05）、女児は疾走速度と中程度の相関関係（ｒ２=0.255, p<0.001）がみられた。男女児ともストライド

が大きいと疾走速度が速く、有意な相関関係（男児：ｒ２=0.723, p<0.001、女児：ｒ２=0.869, p<0.001）

を示した。身長比ストライドと疾走速度の関係については、男女児とも有意な相関関係（男児：ｒ２=0.497, 

p<0.001、女児：ｒ２=0.878, p<0.001）がみられた。したがって、幼児期においては、疾走速度の遅速は、

ストライドの長短、そして身長の要因を除いた身長比ストライドの長短にも大きく関係し、さらに、ピッ

チの高低と疾走速度の遅速にも弱く関連していることが明らかになった。 

 

２ 25m走のタイム、平均疾走速度、平均ピッチ、平均ストライドについて 

表２は、男女別に各年児グループの25m走タイム(秒)、25m走の平均疾走速度（m/秒）、平均ピッチ(Hz)、

平均ストライド(m)、平均身長比ストライドの結果とそれぞれの分散分析、多重比較の結果を示した。 

男児について、25m走タイムは、3歳児後半10.677秒、3歳児前半8.314秒、4歳児後半 7.183秒、4歳

児前半7.221秒、5歳児後半6.656秒、5歳児前半 6.104秒であった。疾走速度は、3歳児後半2.565 m/秒、

3歳児前半3.179 m/秒、4歳児後半3.610 m/秒、4歳児前半3.638 m/秒、5歳児後半3.996 m/秒、5歳児前

半 4.262 m/秒であった。ピッチは、3歳児後半から4.238Hz、4.028Hz、4.150Hz、4.166Hz、4.172Hz、4.288Hz

であった。ストライドは、3歳児後半から5歳児前半まで、0.602m、0.788m、0.875m、0.875m、0.962m、0.998m

であった。身長比ストライドは、3歳児後半から5歳児前半まで、63.85%、79.05%、82.94%、82.94%、87.52%、
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図3 ピッチ、ストライド、身長比ストライドと疾走速度との関係（左：男児、右：女児） 
図3　ピッチ、ストライド、身長比ストライドと疾走速度との関係（左：男児、右：女児）
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4.028Hz、4.150Hz、4.166Hz、4.172Hz、4.288Hzであった。ストライドは、3歳児後半から5
歳児前半まで、0.602m、0.788m、0.875m、0.875m、0.962m、0.998mであった。身長比スト
ライドは、3歳児後半から5歳児前半まで、63.85%、79.05%、82.94%、82.94%、87.52%、
86.30%であった。各分析項目の分散分析の結果、疾走速度、ストライド、身長比ストライドは、
年児グループ間に有意性（p<0.001、p=0.001）が認められた。25m走タイムは、3歳児後半グルー
プが２名と少なく等分散性が認められなかったため、対応のない２組の平均値の差の検定により
行った。ピッチには、有意性は認められなかった。
　25m走の記録は、隣り合った年児グループでは差はみられないところが多いが、全体を通して
見ると、年児が進むにつれて短縮していることが明らかになった。同様に、反応時間を除いた疾
走速度も、隣り合った年児グループでは差がみられないところが多いが、全体を通して見ると、
年児が進むにつれて向上していた。全国的な規模で調査した杉原ら（2004）による幼児の25m記
録は、4歳児前半8.12秒、4歳児後半7.33秒、5歳児前半6.93秒、5歳後半6.52秒、６歳前半6.26
秒、６歳後半6.07秒と報告している。杉原らは、測定を9月から12月に実施しており、4歳児後
半とは4月から9月に生まれた幼児を対象とし実年齢を報告しており、そのため本研究とは約半年
のずれが生じている。よって、本研究と杉原らの報告と比較すると本研究3歳児前半グループ8.314
秒と杉原らの研究4歳児前半8.12秒、5歳児前半グループ6.104秒と６歳児前半6.26秒と比較し、
それぞれ有意な差はみられなかった。したがって、本研究の対象者は、全国的に平均的なレベル
であることが示された。ピッチは、有意性が認められず、3歳児後半グループから5歳児前半グルー
プまで差がみられなかった。ストライドは、年児グループが進むにつれて増大していた。身長比
ストライドは、3歳児後半（63.85%）とその他の年児グループ（79.05%から87.52%）と差がみ
られ、年児が進むにつれて割合が大きくなった。

表2　 各年児グループ の25m走タ イ ム、 疾走速度、 ピ ッ チ 、 ス ト ラ イ ド 、 身長比ス ト ラ イ ド の平均値、 分散分析及び多重比較

人数

3歳児後半 2 10.677 ± 3.350 2.565 ± 0.663 4.238 ± 0.184 0.602 ± 0.130 63.85 ± 10.819

3歳児前半 6 8.314 ± 0.900 3.179 ± 0.379 4.028 ± 0.295 0.788 ± 0.050 79.05 ± 1.398

4歳児後半 9 7.183 ± 0.440 3.610 ± 0.228 4.150 ± 0.357 0.875 ± 0.086 82.94 ± 6.766

4歳児前半 7 7.221 ± 0.697 3.638 ± 0.394 4.166 ± 0.341 0.875 ± 0.075 82.94 ± 6.397

5歳児後半 5 6.656 ± 0.665 3.996 ± 0.271 4.172 ± 0.258 0.962 ± 0.099 87.52 ± 5.489

5歳児前半 9 6.104 ± 0.427 4.262 ± 0.253 4.288 ± 0.354 0.998 ± 0.065 86.30 ± 6.416

分散分析

多重比較

3歳児後半 6 10.527 ± 1.048 2.427 ± 0.216 3.746 ± 0.198 0.648 ± 0.052 68.15 ± 4.580

3歳児前半 4 9.013 ± 0.897 2.899 ± 0.301 3.864 ± 0.259 0.750 ± 0.059 75.35 ± 5.609

4歳児後半 4 8.396 ± 1.260 3.164 ± 0.430 3.747 ± 0.325 0.844 ± 0.088 80.90 ± 6.143

4歳児前半 10 7.564 ± 1.128 3.499 ± 0.474 4.076 ± 0.332 0.857 ± 0.087 83.62 ± 7.612

5歳児後半 3 6.573 ± 0.268 3.999 ± 0.279 4.107 ± 0.202 0.973 ± 0.023 88.33 ± 4.149

5歳児前半 12 6.586 ± 0.580 3.919 ± 0.289 3.878 ± 0.185 1.012 ± 0.073 89.53 ± 4.544

分散分析

多重比較

ﾋﾟｯﾁ(Hz) ｽﾄﾗｲﾄﾞ(m) 身長比ｽﾄﾗｲﾄﾞ(%)

男
　
　
児 ― p<0.001 ns p<0.001 p=0.001

3前=4後=4前
4後=5後,  4後=5前

4前=5後=5前
3後>3前,4後,4前
3後,3前>5後,5前

　 25m走タイム(秒） 疾走速度(m/秒）

3後=3前,  3前=4後=4前
3後<4後,4前,5後,5前

3前<5後,  4後=4前=5後
5後=5前

3前,3後,4前<5前

3後=3前,  3前=4後=4前
4後=5後,  4前=5後=5前

3後<4後,4前,5後,5前
3前<5後,  3前<5前,

4後<5前

3後=3前
3前=4後=4前=5後=5前
3後<4後,4前,5後,5前

女
　
　
児 p<0.001 p<0.001 ns p<0.001 p<0.001

3後=3前>5後=5前
3前=4後=4前

4後=4前=5後,  4前=5前
3後>4後,  3後>4前

4後>5前

3後=3前<5後=5前
3前=4前=4後

4後=5後,  4後<5前
4前=5後=5前
3後<4後,4前

3後=3前<5後=5前
3前=4後=4前

3後<4後,  3後<4前
4前=5後,  4前=5後
4後<5前,  4前<5前

3後=3前
3前=4後=4前=5後
4後=4前=5後=5前

3後<4後,4前,5後,5前
3前<5前

表2　 各年児グループの25m走タイム、疾走速度、ピッチ、ストライド、身長比ストライドの平均値、分散分析及び多重比較
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　女児について、25m走タイムは、3歳児後半10.527秒、3歳児前半9.013秒、4歳児後半8.396
秒、4歳児前半7.564秒、5歳児後半6.573秒、5歳児前半6.586秒であった。疾走速度は、3歳
児後半2.427 m/秒、3歳児前半2.899 m/秒、4歳児後半3.164 m/秒、4歳児前半3.499 m/秒、
5歳児後半3.999 m/秒、5歳児前半3.919 m/秒であった。ピッチは、3歳児後半から3.746Hz、
3.864Hz、3.747Hz、4.076Hz、4.107Hz、3.878Hzであった。ストライドは、3歳児後半から5
歳児前半まで、0.648m、0.750m、0.844m、0.857m、0.973m、1.012mであった。身長比スト
ライドは、3歳児後半から5歳児前半まで、68.15%、75.35%、80.90%、83.62%、88.33%、
89.53%であった。各分析項目の分散分析の結果、25m走タイム、疾走速度、ストライド、身長比
ストライドは、年児グループ間に有意性（p<0.001）が認められたが、男児と同様、ピッチには有
意性は認められなかった。
　25m走タイムは、隣り合った年児グループでは差はみられないところが多いが、全体を通して
見ると、男児同様、年児が進むにつれて短縮していることが明らかになった。また、反応時間を

であった。身長比ストライドは、3歳児後半から5歳児前半まで、68.15%、75.35%、80.90%、83.62%、88.33%、

89.53%であった。各分析項目の分散分析の結果、25m走タイム、疾走速度、ストライド、身長比ストライド
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児後半7.65秒、5歳児前半7.17秒、5歳後半6.69秒、6歳前半6.43秒、6歳後半6.25秒と報告している。

男児同様、本研究と杉原らの報告と比較すると本研究 3歳児前半グループ 9.013秒と杉原らの研究 4歳児
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図4 グループ別区間疾走速度、区間ピッチ、区間ストライドの変化 

（左図：男児，右図：女児） 

図４　グループ別区間疾走速度、区間ピッチ、区間ストライドの変化（左図：男児，右図：女児）
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除いた疾走速度も、隣り合った年児グループでは差がみられないところが多いが、全体を通して
見ると、年児が進むにつれて向上していた。全国的な規模で調査した杉原ら（2004）による女児
の25m記録は、4歳児前半8.34秒、4歳児後半7.65秒、5歳児前半7.17秒、5歳後半6.69秒、
６歳前半6.43秒、６歳後半6.25秒と報告している。男児同様、本研究と杉原らの報告と比較する
と本研究3歳児前半グループ9.013秒と杉原らの研究4歳児前半8.34秒、5歳児前半グループ
6.586秒と６歳児前半6.43秒と比較し、それぞれ有意な差はみられなかった。したがって、本研
究の女児の対象者も、全国的に平均的なレベルであることが示された。ピッチは、有意性が認め
られず、3歳児後半グループから5歳児前半グループまで差がみられなかった。ストライドは、年
児グループが進むにつれて増大していた。身長比ストライドも年児グループが進むにつれて割合
が高くなっていた。
　以上のことから、疾走速度はピッチとストライドの積であるので、男女児とも年児グループが進
むことに伴う疾走速度の増加は、ストライドの増大によるものであることが明らかになった。なお、
身長比ストライドも、3歳児後半から5歳児前半の値は、男児63.85%から86.30%、女児68.15%
から89.53%であり、身長の高低の要因を除いた身長比ストライドの割合が大きくなっている。こ
のことは、筋力の発達などによるストライドの増大によるものと示唆される。

３　25m走の区間疾走速度、区間ピッチ、区間ストライドの変化について
　表3は男児、表4は女児ごとに各年
児グループについて25mを5m毎に
5区間に分けた区間記録、区間疾走速
度、区間ピッチ、区間ストライド、区
間身長比ストライドの平均値を示した
ものである。また、図4左側は男児、
右側は女児、それぞれ上から区間疾走
速度、区間ピッチ、区間ストライドの
変化を年児グループ別に示したもので
ある。
　男児について、5m地点までを示し
ている0-5m区間の疾走速度は、月
齢順となる3歳児後半グループが最も
低く2.146m/秒で、5歳児前半グルー
プが最も高く3.351m/秒であった。ど
の区間も同様で、3歳児後半グループ
の疾走速度が最も低く、5歳児前半グ
ループの疾走速度が最も高かった。
ピッチの最高値は、3歳児後半グルー
プで4.330Hz、5歳児前半グループで
4.533 Hzであった。そして、区間にも
差はみられず、年児グループにも差は
みられず、どの年児グループも同じよ

表5　 各年児グループ における 各区間の相対疾走速度、 相対ピ ッ チ 、 相対ス ト ラ イ ド

区間 3歳児後半 3歳児前半 4歳児後半 4歳児前半 5歳児後半 5歳児前半

  0-5m 76.3 74.5 76.4 76.3 77.9 71.5

5-10m 97.5 100.0 95.4 97.1 95.8 94.0

10-15m 93.0 99.4 99.5 100.0 100.0 100.0

15-20m 95.3 94.4 100.0 98.4 98.3 99.6

20-25m 100.0 91.8 95.4 96.3 97.5 98.1

  0-5m 100.0 94.0 100.0 99.9 95.4 91.6

5-10m 96.2 100.0 98.5 100.0 100.0 100.0

10-15m 94.7 94.1 95.5 98.1 90.5 93.9

15-20m 99.0 90.9 94.4 97.7 92.3 94.9

20-25m 99.2 91.8 91.9 97.6 91.4 93.7

  0-5m 76.0 74.9 72.5 75.0 73.4 73.2

5-10m 100.0 94.7 91.3 95.6 86.4 87.8

10-15m 97.9 100.0 98.8 100.0 100.0 100.0

15-20m 96.0 98.2 100.0 98.6 96.7 97.9

20-25m 100.0 94.4 98.0 96.7 96.1 98.1

  0-5m 73.2 80.0 86.7 79.9 68.2 69.7

5-10m 95.0 98.3 97.8 94.9 88.2 92.0

10-15m 92.9 100.0 97.9 98.8 98.6 98.4

15-20m 85.2 96.9 100.0 100.0 100.0 100.0

20-25m 100.0 90.9 98.5 93.6 99.0 97.0

  0-5m 85.4 93.2 100.0 97.9 95.1 89.0

5-10m 92.8 100.0 97.0 100.0 100.0 100.0

10-15m 90.9 92.1 89.7 97.3 93.0 92.5

15-20m 83.5 91.4 93.4 99.0 95.4 94.2

20-25m 100.0 90.5 92.5 95.2 93.9 92.2

  0-5m 84.5 79.0 79.8 80.4 68.0 73.3

5-10m 100.0 90.6 92.5 93.6 83.2 86.3

10-15m 99.7 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

15-20m 99.1 98.1 98.1 99.5 98.9 99.7

20-25m 97.4 92.5 97.7 96.7 99.4 98.6

は、各年児グループ別、各項目ごとの最高値出現区間を示している

女
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　　（％）

相対ピッチ
　　(％）
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　（％）
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　　（％）

相対ピッチ
　　(％）
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表5　 各年児グループにおける各区間の相対疾走速度、相対
ピッチ、相対ストライド
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うな結果であった。ストライドは、3歳児後半グループは5-10m区間と20-25m区間で0.651m
の最高値が見られた。また、4歳児後半グループは15-20m区間で0.966mの最高値が見られた。
その他のグループは、10-15m区間で最高値を示していた。各区間のストライドは、3歳児後半グ
ループが最も短く、5歳児前半グループが最も長いというように、どの区間も年児グループ順に長
くなっていた。
　女児については、各区間の疾走速度は、どの区間もほぼ同様で、月齢順となる3歳児後半グルー
プが最も低く、5歳児前半グループが最も高かった。ピッチは、3歳児後半グループは20-25m区
間に最高値（4.227Hz）を示し、他の各年児グループは0-5m区間か5-10m区間に最高値（3.968Hz
～4.304Hz）を示した。3歳児後半グループ以外では、どの年児グループも10mまでに最高ピッ
チが出現しているが、それ以降25mまであまり変化がなかった。そして、年児グループに差はみ
られず、男児と同様、どの年児グループも同様の結果であった。ストライドは、3歳児後半グルー
プは5-10m区間で0.679mの最高値がみられた。また、その他の年児グループでは10-15m区間
で最高値がみられ、5歳児前半グループは1.129mの最高値がみられた。各区間のストライドは、
3歳児後半グループが最も短く、5歳児前半グループが最も長いというように、ほぼどの区間も年
児グループ順に長くなっていた。また、どの年児グループもスタートから15mまでストライドが
大きくなり、それ以降は維持あるいは少し低下をしてゴールしていた。
　表5は、男女児別に、各年児グループにおける各区間の疾走速度、ピッチ、ストライドのそれ
ぞれ最高値が出現した区間に対する各区間の相対疾走速度、相対ピッチ、相対ストライドを示した。
男児の疾走速度は、3歳児後半グループは20-25m区間で、3歳児前半グループは5-10m区間で、
4歳児後半グループは15-20m区間で最高疾走速度が出現し、4歳児前半、5歳児後半、5歳児
前半グループは、10-15m区間で最高疾走速度が出現した。相対疾走速度は、どの年児グループ
も5mまでに最高疾走速度の70%を超える速度を示し、10mまでには90%を超えていた。男児の
ピッチは、5mで最高値あるいは91.6%～99.9%を示した。各学年とも0-5m区間か5-10m
区間に最高値を示し、それ以降25mまであまり変化がなかった。男児のストライドについて、3
歳児後半と4歳児後半グループを除く各年児グループは、10-15m区間までに急激に増大し、その
後若干の低下が見られた。
　女児の疾走速度は、3歳児後半グループは20-25m区間で、3歳児前半グループは10-15m区
間で、4歳児後半、4歳児前半、5歳児後半、5歳児前半グループは、15-20m区間で最高疾走
速度が出現した。最初の5m区間で相対疾走速度は、3歳児前半グループと4歳児後半グループが、
最高疾走速度の80%を超える速度を示し、他の年児グループも最高疾走速度の70%を超える速度
を示していた。女児のピッチは、3歳児後半グループは20-25m区間に最高値を示したが、他の
各年児グループは0-5m区間か5-10m区間に最高値を示した。女児のストライドは、各年児グ
ループとも10-15m区間までに急激に増大し、その後若干の低下がみられた。
　以上のことにより、疾走速度が5-20m区間で最高に達した後、疾走速度の減少は、10m以降
のピッチの減少と15m以降のストライドの減少によることが明らかになった。

Ⅳ　まとめ

　本研究は、男女児の3歳児から5歳児まで77名を対象に疾走能力を分析した。主な結果は次の
とおりである。



‒ 11 ‒

1　 身長が高いと疾走速度が速いし、ストライドも大きい。一方ピッチは身長が高くても低くて
も関係がないことが明らかとなった。

２　 幼児期において、疾走速度の遅速は、ストライドの長短、そして身長の長さの要因を除い
た身長比ストライドの長短にも大きく関係し、さらにピッチの高低と疾走速度の遅速にも弱
く関連していることが示唆された。

3　 25m走のタイムは、隣り合った年児グループでは差がみられないところが多いが、全体を
通してみると、男女児とも年児が進むにつれて短縮していることが明らかとなった。

4　 男女児の疾走速度、ピッチ、ストライドの区間変化は、どの年児も疾走速度が5-20m区間
で最高に達した後、疾走速度の減少は、10m以降のピッチの減少と15m以降のストライド
の減少によるものであることが示唆された。
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Biomechanical analysis of sprinting performance 
for preschool children

ARIKAWA Hideyuki
Faculty of Education, Saitama University

Abstract
This study investigated the biomechanical analysis of sprinting performance for preschool 

children. The subjects were 77 preschool children who aged 3 to 6. They were filmed in VTR pic-
ture during 25m sprinting, with a pole located every 5m. Using the VTR pictures, average speed; 
stride frequency; stride length between the start point and the marked distance point of each were 
calculated. The results obtained were as follows:

1   The sprinting velocity cause by height, and by stride length in preschool children. On the 
other hand, stride frequency is not related to height.

2   It was suggested that the sprinting velocity was greatly related to stride length and stride 
length ratio, and also weakly related to the stride frequency.

3   Times of 25m sprinting were decreased from 3 to 5 years for both boys and girls.
4   It was suggest that both boys and girls reached the highest for sprinting velocity in the 

5-20m section, and the decrease in sprinting velocity decreased for the stride frequency af-
ter 10m and for the stride length after 15m

Keywords: preschool children, sprinting ability, stride frequency, stride length


